平成２８年度芳賀町社会福祉協議会事業報告第１号議案　平成２８年度事業報告の承認について

概要
　芳賀町でも人口の減少や少子高齢化、核家族化が進行しており、介護ニーズも増加しています。
　本協議会では、地域福祉を推進する組織として、多様化・複雑化する地域のニーズに対し、関係機関や団体と連携・協働を図りながら各種事業に取り組みました。
　平成28年度は、ボランティアセンターの開設を優先的に取り組み、ボランティア活動を通して高齢者や障がい者などへの支援につなげていけるよう、また、多くの方がボランティア活動をしやすくできるような体制づくりに努めました。
また、地域福祉活動計画の2年目として、各種事業を展開し地域福祉の更なる充実に取り組みました。
以下、本年度の実施状況については、次のとおりです。

１　会議開催
　１）監査　　　　　5月16日（月）
　２）役員会　　　　5月18日（水）
　３）理事会　　　 12月15日（木）　29年3月23日（木）
　４）評議員会　　　5月20日（金）　12月16日（金）　29年3月28日（火）

２　会費・寄付金等受入実績及び使い道
　１）社会福祉協議会会員（会費）
　　　・募集時期　　5月2日（月）~5月31日（火）
　　　・実績　　　　4,203,000円
　　　・使い道
高齢者の支援→配食サービス
　　　　　　障がい者の支援→ふれあい運動会
            ボランティア支援
一般事務費
　２）日本赤十字社会費
・募集時期　　5月2日（月）~5月31日（火）
　　　・実績　　　　1,853,000円
　　　・使い道
国内外の災害支援、医療福祉活動費、救急救命等の講習
　３）共同募金（赤い羽根・歳末助け合い）
　　　・実績　　　　3,447,711円
　　　・使い道
高齢者の支援→老人クラブ運営補助、手押し車助成金
障がい者の支援→身体障害者福祉会補助、手をつなぐ親の会運営補助
　ひとり親家庭の支援→母子寡婦福祉会運営補助
芳賀中学校へのボランティア活動補助
福祉育成・援助事業→広報誌発刊、福祉教育、助成事業
　　　歳末たすけあい事業→高齢者世帯へおせち配布
　　　　　　　　　　　　　　　　高齢者、低所得世帯等へ見舞金・品贈呈

　４）寄付金・物品等受け入れ
　　　・梨の実基金　　32件の受入により　合計　1,436,197円　
　　　・物品
　　　　　リクライニング車椅子　　1台
          手押し車　　　3台
　　　　　介護用ベッド　1台
　　　　　米　　　　　　30ｋｇ×22袋
　　　　　梨　　　　　　200個
野菜
タオル　　　45本
衣類
　　　　　使用済切手・テレホンカード、オムツ、生活用品など

３　ボランティア活動の育成事業
　１）町ボランティア連絡協議会
　　　・ボランティア連絡協議会総会　　　　5月26日（木）
　　　（連絡協議会は本総会をもって解散し、ボランティアセンターはがで活動を実施しております。）
　２）ボランティアセンターはが設立総会　　5月26日（木）
　３）ボランティアセンターの運営
　　　・ボランティアに関する相談・援助　　9件
　　　・講座開催等によるボランティアの発掘・育成
　　　・ボランティア活動保険加入促進と加入手続き
　　　・ボランティアグループの活動援助　　
　　　・収集活動　　①エコキャップ　合計約75㎏＝32,577個
　　　　　　　　　　②使用済切手・テレホンカード
　　　・バンク事業　相談支援15件（フード14件、おむつ1件、衣類1件）
　　　・ニーズ調査　祖母井、上給、八ツ木、東・西高橋実施中

　４）ボランティアセンターはが事業報告
	月
	日
	曜日
	事業内容
	場所
	備考

	4
	28 
	木
	福祉教育（福祉のイメージを広げよう）
	芳賀東小学校
	4年生(2クラス）

	5
	13
	金
	福祉教育（高齢者体験：歳をとること）
	芳賀北小学校
	4年生(2クラス）

	
	26
	木
	設立総会
	トレセン　研修室
	63名参加

	6
	6
	月
	広報誌「ボランティアセンターはがNo.1」発刊
	新聞折込み
公共機関配布

	7
	13
	水
	第１回運営委員会
	トレセン　ボランティアルーム

	
	22
	金
	ボランティア活動入門講座
	トレセン　第1研修室
	26名参加

	9
	1
	木
	福祉教育（歳をとること、身体障がいについて）
	芳賀東小学校
	4年生(2クラス）

	
	20
	火
	福祉教育（目が見えない、耳が聴こえないことについて）
	芳賀東小学校
	4年生(2クラス）

	10
	7
	金
	体験講座（私に出来ること）
	町民会館　多目的室
	24名参加

	
	28
	金
	第2回運営委員会
	トレセン　ボランティアルーム

	12
	19
	月
	雪かきボランティア説明会
	トレセン　ボランティアルーム

	1
	30
	月
	広報誌「ボランティアセンターはがNo.2」発刊
	新聞折込み
公共機関配布

	2
	9
	木
	福祉教育（ボランティアって何だろう）
	芳賀南小学校
	4年生(2クラス)

	
	10
	金
	体験講座（今日からあなたも聴き上手）
	町民会館　多目的室
	24名参加

	
	24
	金
	第3回運営委員会
	トレセン　ボランティアルーム

	3
	2
	木
	会員日帰り研修会
	鹿沼市、茨城県方面
	34名参加



５）各ボランティア活動実績
	
	名　　　称
	月　　日
	内　　　　　容

	1



	配食ボランティア

	月曜・水曜日

	・調理ボランティアが作ったお弁当を配達
　すると共に安否確認をする。　92回
ボランティア　　 39名
活動者延　　　  884名
お弁当利用者延  6,216名

	2

	調理ボランティア
	月曜・水曜日
	・ひとり暮らしや高齢者世帯等にお弁当を
作る。（月曜日44回、水曜日48回）
ボランティア　　 29名
活動者延　      810名

	3
	運転ボランティア
（外出支援・送迎
サービス）
	水橋サロン（火）
南高サロン（水）
祖母井サロン（金）
通院介助
	・生きがいサロンへの送迎　　
ボランティア　　 12名
活動者延　      270名
　　　　　50回
　　　　　43回
　　　　　42回
・病院への送迎（ヘルパー同乗）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　芳賀赤十字病院、真岡病院、済生会病院など               141回

	4
	日赤ボランティア
（芳賀町赤十字奉仕団）
	毎月第1金曜日

	・芳賀赤十字病院で奉仕活動をする。
　　奉仕団員　　　63名
　　活動者延　　　73名
活動回数　　　10回

	5
	小物づくりボランティア　　　　　（あじさいの会）
	毎月第1・3火曜日
	・町民祭に販売する小物を作製する。
ボランティア　11名
活動者延　   243名　

	6
	お話し相手ボランティア
	月2～3回
	・高齢者宅や福祉施設における傾聴活動。
ボランティア　16名　
活動者延　 個人宅    89名
　　　福祉施設  56名

	7
	芳賀町民謡連合会
	随時
	・民謡の学習や演奏披露（施設やイベントでの出前講座等）
ボランティア　15名　
活動者延　    57名
　　活動回数　　   5回

	8

	芳賀町更生保護女性会
	随時
	・こども茶道教室、学童支援、社会を明るくする運動等
ボランティア　66名　
活動者延　   197名
　　活動回数　　  15回

	9
	琴芳会
	随時
	・大正琴の演奏や披露（施設やイベント、生きがいサロン等での演奏披露）
ボランティア　29名　
活動者延　   119名
　　活動回数　　   6回

	10
	コールひばり
	随時
	・コーラス（施設を訪問し、披露したり一緒に歌う）
ボランティア　17名　
活動者延　    50名
　　活動回数　　   4回

	
	個人登録
　24名  男性10人
　　　　 女性14人
	
	・傾聴活動
・草刈り
・駐車場清掃
・オカリナ演奏
・マジック　　　　　など



４　福祉教育
　　町内3小学校に出向いて、「福祉」について社協職員をはじめ、ボランティアや障がいを持っている方などを講師とし、講話や体験を通じて授業・研修を行い、福祉に対する理解を深め、その重要性を伝えました。

１）｢福祉のイメージをひろげよう｣
　　・実施日　　4月28日（木）
　　・場　所　　芳賀東小
　　・人　数　　60名　　　　
　　・対　象　　4年生
２）｢歳をとることについて｣「身体障害について」
　・実施日　　5月13日（金）、9月1日（木）
　　・場　所　　芳賀北小、芳賀東小
　　・人　数　　50名　　　60名
　　・対　象　　4年生
３）｢目が見えない｣「耳が聴こえない」ということ
　　・実施日　　9月20日（火）
　　・場　所　　芳賀東小
　　・人　数　　60名　　　　
　　・対　象　　4年生
４）｢ボランティアって何だろう？｣
　・実施日　　平成29年2月9日（木）
　　・場　所　　芳賀南小
　　・人　数　　50名　　　
　　・対　象　　4年生
５　学童保育事業　（１～６年生）
　　・保育時間
　　　　　通常保育（月～金）下校時～19:00　 春・夏・冬休み  7:30～19:00
　　　　　土曜保育（なかよしクラブで合同実施）　7:30～19:00
　　・名称（設置場所）
	番号
	　　　名　　　　　称
	3月31日現在　児童数　

	　1
	なかよしクラブ（農業者トレーニングセンター）
	　63名（内一時24人）

	　2
	おひさまクラブ（生涯学習センター）
	　61名（〃　　30人）

	　3
	あおぞらクラブ（芳賀南小学校）
	　47名（〃　　12人）


　　・指導体制　　　
　　　　各クラブ指導員を常時5～6名配置しながら、全体で24名の指導員により保育にあたりました。
         今年度より職員の資質の向上、障がいのある子どもの受け入れ体制の充実のため3クラブに主任支援員（リーダー）と障がい児支援担当指導員を配置いたしました。
　　　 春・夏・冬休み期間保育時は、更に6名を増員して保育にあたりました。
　　　 通常の指導員以外に次の学童保育支援団体から、遊びや手作りおやつ作り、昼食作りなどの支援を得ております。
　　（更生保護女性会、食生活改善推進員、コピット会、家庭教育オピニオンリーダー会、
芳賀町農村生活研究グループ、とちぎつばさの会、芳賀町民話の会）

６　心配ごと相談所の開設
　  ・主な相談内容……住宅・家族・離婚・人権法律・財産・福祉・苦情など
　  ・相談日……………毎週火曜日　13:30～16:00（火曜日が祝日の場合は休み）
予約制（前日までに電話等による受付）
　　　　　　　　　　　＊第3火曜日は常駐日及び行政・人権相談も兼ねる。
　　　　　　　　　　　＊平成27年度より予約制で年4回第1火曜日の心配ごと相談所事業の中で、無料法律相談として弁護士と心配ごと相談員2名にて対応しています。　　
　　
　　 　月別利用状況（相談日以外、事務所で対応した場合等を除く）
	月　　
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	計

	人
	0
	0
	2
	2
	0
	0
	3
	1
	1
	1
	1
	3
	14





法律相談利用状況
	月　　
	6/7
	9/6
	12/6
	H29,3/7
	計

	件
	4
	3
	2
	5
	14






７　各種団体への支援
以下の団体の活動を支援いたしました。
　１）芳賀町老人クラブ連合会への助成と活動支援
    ・総会　   　　　　 5月16日（月）　　 トレセン研修室　 　　   46名参加
・輪投げ大会　　　　6月1日 （水）　　 町第1体育館　　　     119名参加
・芸能大会　　　　　7月15日（金）　　 トレセン体育ホール 　　130名参加
・ペタンク大会　　　9月23日（金）　　 町総合運動公園　　  　   雨天中止
　　・県老人クラブスポーツ大会　10月13日（木）　県総合運動場　 2チーム参加
・スポーツ大会　　  10月18日（火）　 町第2体育館   　       152名参加
・会長役員研修　    12月8（木）～9日（金）長野県方面 　　　　 28名参加
・グラウンドゴルフ大会　12月5日（月）　町総合運動公園　 　   116名参加
・ゲートボール大会　　　11月30日（水） 町総合運動公園　 　　　26名参加
・県老人クラブ連合会正副会長会議　29年2月13日（月） 健康の森  2名参加

２）芳賀町身体障害者福祉会への助成と活動支援　　　
・総会　　　4月14日（木）　　　　 ロマンの湯　　　　　　　 　 16名参加
・理事会　　6月6日（月）　　      トレセン梨の実サロン　　　　 9名参加
            29年1月12日（木）　　トレセンボランティア室　　　 7名参加
　　　　　　　　　　 3月17日（金） 　 トレセン梨の実サロン　　　　 6名参加 
・スポーツ大会
 　　　 町身障スポーツ教室  　6月24日（金）　　　町第二体育館　　　16名参加　　　県障害者スポーツ大会  9月25日（日）　　県総合運動公園　　　13名参加
町ふれあい運動会　 10月15日（土）　　トレセン体育ホール 　20名参加
・研修関係
錬成会　　　7月21日（木）～22日（金） 新潟越後湯沢方面 　　16名参加
日帰り研修　　29年2月16日（木）　    江戸東京博物館　　　18名参加

３）芳賀町手をつなぐ親の会への助成と活動支援
  ・総会　　　5月21日（土）　　　　　ロマンの湯　　　　　　　　 10名参加
・スポーツ大会　　　　　　　　　　　
　　　 県障がい者スポーツ大会　　　　9月25日（日）　  宇都宮市　  3名参加　　
町ふれあい運動会　　10月15日（土）　　トレセン体育ホール  14名参加
    ・研修関係
日帰り研修　    9月13日（火）   　　　　 福島県方面       13名参加
　       　　　  　29年3月24日（金）  　　　　  茨城県方面　     18名参加

　４）芳賀町母子寡婦福祉会への助成と活動支援
  ・総会　　　　　　  3月27日（日）　　　　 ロマンの湯　　　   15名参加
　   ・町民祭参加（三角くじ） 11月6日（日）　  役場駐車場　　     11名参加
　　 ・日帰り研修　　　　11月27日（日）　　　  福島県方面　　 　  12名参加
　　 ・パン教室　　　    29年2月19日（日）　　生涯学習センター   10名参加

５）芳賀町遺族会への助成と活動支援
  ・総会　　　　　　　　    4月20日（水）　　トレセン研修室　　 21名参加
・護国神社県慰霊祭参加　　4月28日（木）　　　護国神社　　　　 37名参加
・栃木県戦没者追悼式参列　8月15日（月）　　　護国神社　　　　　5名参加
・役員会　　　　7月28日（木）　　トレセン会議室　　  　　　　 16名参加
　　　　　 29年1月18日（水）　  トレセン会議室　　        　 14名参加
　　　　　　      3月16日（木）  　トレセン会議室　         　  17名参加
・町慰霊祭　　  10月4日（火）    トレセン体育ホール　     　  60名参加
・芳賀郡遺族会合同研修（当番町） 29年2月9日（火）~10日（水）益子町
　8名参加
・県連合会女性部壮年部研修　　　 3月3日（金）   護国会館　      7名参加
８　共同募金事業
１）平成28年度共同募金助成及び公募事業
・助成団体
一般公募枠　①（株）森百貨店　BOOK　FOREST　
　　　　　　 　　　 ②特定非営利活動法人　あっと・ほーむ　
　　　　　　　　　　③社会福祉法人 絆の会 芳賀町地域子育て支援センター
　　　福祉公募枠　①芳賀町老人クラブ連合会　　　    　 
　　　　　　　　　　②芳賀町身体障害者福祉会　　　　 　　
　　　　　　　　　　③芳賀町手をつなぐ親の会　　　　 　　
　　　　　　　　　　④ボランティアセンターはが　　　 
　　　　　　　　　　⑤芳賀町母子寡婦福祉会　　　　　 　
　　　　　　　　　　⑥芳賀町立芳賀中学校　　　　　　　 　
　　　　　　　　　　⑦芳賀町保護司会　　　　　　　　　 　
　　　　　　　　　　⑧調理ボランティア　　　　　　　   　
　　　　　　　　　　⑨配食ボランティア　　　　　　　　 　
　　　　　　　⑩運転ボランティア　　　　　　　　　　　 　

　　・公募事業
　「ワークショップ ＆ 読み聞かせライブ｣
地域の交流と子育て世代間の交流を目的に、絵本作家やボランティアの協力を得てペットボトルを使った楽器を作ったり、読み聞かせ会を行った。
　　実施日　　7月18日（月）
　　主催者　　森百貨店
　　場　所　　同上
　　　　人　数　　120名

　「地域交流・木工教室」
地域の方が講師となり、小中学生を対象に木工教室を行った。年代に合った制作内容にしたことで達成感を得ることができ、世代間交流にもつながった。
　　実施日　　7月2日（土）　 参加者19名　　
10月8日（土）　参加者13名
　　主催者　　特定非営利活動法人　あっと・ほーむ
　　場　所　　冒険遊び場（生涯学習センター内）

　　　「地域子育て支援事業｣
地域の乳幼児の親子が、年間を通して屋外の砂場等で安全で快適に過ごせるよう場所を提供した。
実施日　　平成28年4月～平成29年3月
　　　　主催者　　社会福祉法人 絆の会　芳賀町地域子育て支援センター
　　　　場　所　　わんぱくひろば（生涯学習センター内）
　　　人　数　　延べ471人　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　２）平成28年度歳末たすけあい募金事業
・一人暮らし高齢者おせち料理配布事業
　　　　実施日　　12月28日（水）
　　　　協力者　　民生委員
　　　　人　数　　179名
　　　　対　象　　70歳以上の一人暮らし高齢者
・歳末見舞品配布事業
　　　　実施日　　12月末
　　協力者　　民生委員
　　人　数　　商品券贈呈　26世帯、36名　　見舞品21名
　　対　象　　低所得世帯・寝たきり高齢者

９　貸付事業
　１）福祉金庫貸付事業
　　　・実施主体　　芳賀町社会福祉協議会
　　　・目　　的　　身体的・経済的要因等で一時的に生活に困窮する世帯に対し、つなぎ資金として貸付し、自立を促し生活意欲の助長促進等を図ることを目的とする。
　　　・今年度貸付額　　7件　588,000円
　２）生活福祉資金
　　　・実施主体　　栃木県社会福祉協議会
　　　・相談窓口　　芳賀町社会福祉協議会
　　　・目　　的　　低所得者、障がい者又は高齢者に対し、資金の貸付・相談支援を行い、自立や社会参加の促進を図り、安定した生活を送れるようにすること。
　　  ・資金種類　　○総合支援資金・・生活支援費、住宅入居費、一時生活再建費
　　　　　　　　　　○福祉資金・・・・福祉費（生業費等）、緊急小口貸付
　　　　　　　　　　○教育支援資金・・教育支援費、就学支度費
　　  ・今年度相談件数　5件（電話での問い合わせ等はありましたが、実際の貸付け等までは至っておりません。）

１０　権利擁護事業
日常生活自立支援事業（あすてらす支援）
　　　　認知症や知的障がいなど何らかの障がいにより、判断能力が十分でない方を対象に、地域で安心して自立した生活が送れるよう、さまざまな相談に応じながら支援を行いました。
基幹社協（真岡市社協）から委嘱された生活支援員が契約利用者宅を定期的に訪問し、福祉サービス利用手続きや、預貯金の出し入れ・支払いの代行、日常生活の見守りなどを行いました。
・平成28年度の利用者数　13名（継続11名、解約1名、新規2名）
　・支援活動数　　　　　延べ　237回
　※あすてらす＝とちぎ権利擁護センターの愛称

１１　在宅福祉事業
１）訪問介護事業（ホームヘルプサービス）
ホームヘルパー従事者　常勤・登録ヘルパー併せて　　15名
サービス区分　　介護保険…訪問介護、介護予防訪問介護
障がい福祉サービス…居宅介護、重度訪問介護
実績    延べ    6,265人（別紙明細）

２）居宅介護支援事業
介護支援専門員従事者　兼務で3名活動
サービス区分　　居宅介護支援、介護予防支援（受託事業）
実績　  延べ　　717人（別紙明細）　
　３）指定特定相談支援事業
　　　 相談支援専門員従事者　兼務で1名活動
　　　 サービス区分　　指定特定相談支援事業
　　　 実績　　延べ　　16人（別紙明細）
  ４）ふれあいサービスはが（自主事業）
ホームヘルパー従事者がサービスを提供しています。
実績　　延べ　　13人（別紙明細）
　
１２　移送サービス、福祉機器貸出事業
１）福祉有償運送
　　  ・通院介助・・・運転ボランティアの運転により、ヘルパー同乗のうえ目的の病院まで送迎をしました。（有料）
通院実績　　延べ　327回　（実自動車数　6台）
[bookmark: _GoBack]・車のみの貸出・・福祉車輌でなければ移動できない方の通院や入退院、施設間の移動、その他生活上不可欠な外出等で利用する場合に車輌のみを無料で貸し出しました。
　　　延べ　62回
　２）福祉機器（ベッド、車いすなど）貸出状況
　　　・ベッド貸出件数　　8件（28年度新たに2名貸出）
　　　・車いす貸出件数　　
　　　　　 長期貸出　1件
短期貸出 介助式7台・自走式23台（一時外泊、旅行などで使用）
　　 自走式18台（町行事などで使用）

１３　広報・啓発活動
　１）ふくしだよりの発行（年3回に回数を増やしての発行）
　　　・平成28年5月号内容（№46）
          平成28年度事業計画と収支予算状況
　　　　  平成27年度赤い羽根共同募金の御礼
　　　　  心配ごと相談所案内、法律相談開始の案内
　　　　　平成28年度社協会費・日赤社員の募集
　　　　  梨の実基金、寄付物品の報告
　　　　　ボランティアセンターはが開設のお知らせ
　　　・平成28年8月号内容（№47）
　　　　  平成27年度事業報告及び収支決算
　　　　　平成28年度日赤社費募集報告
　　　　　心配ごと相談所案内、法律相談開始の案内
　　　　　梨の実基金、寄付物品の報告　　　　　
　　　　　社会福祉協議会個人会員募集について
　　　　　ボランティアセンターはが設立の報告　
　　　　　ボランティア入門講座の報告

　　　・平成28年10月号内容（№48）
          平成28年度社会福祉協議会会員加入状況報告
　　　　　熊本・大分地震義援金報告
　　　　　各団体表彰について
　　　　　福祉教育実施報告
        　手をつなぐ親の会日帰り研修報告
　　　　  社協ヘルパーだより
　　　　  芳賀町学童保育紹介
　　　　  共同募金の募集について
　　　　  心配ごと相談所案内、法律相談開始の案内
　　　　  ボランティアセンター体験講座のお知らせ
２）ボランティアセンターはがの発行（年2回に回数を増やしての発行）
　　　・平成28年6月6日 №1発行
　　　　 芳賀町ボランティア連絡協議会総会
　　　　 ボランティアセンターはが開設　
　　　　 ボランティアセンターはがの紹介
　　　　 福祉車輌拝受
　　　　 配食サービス
　　　　 ボランティア活動入門講座案内
　　  ・平成29年1月30日 №2発行
         ボランティア活動入門講座報告
　　　　 ボランティア活動体験講座報告
       　調理ボランティア研修会報告
　　　　 ミニミニ講座
　　　　 ボランティア募集
　　　　 ボランティア活動体験講座案内
　３）適宜ホームページの更新を行いました。

１４　研修会の開催
　今年度は初めて、社会福祉協議会の役員研修や所内での社会福祉協議会の職員研修を開催いたしました。
　また、心配ごと相談員研修、ボランティア研修、介護保険事業研修、各種団体研修会など年間を通し幅広く開催・受講し、それぞれの立場・分野で専門性と知識を高めるため積極的に参加し、日常の事務や業務に活かしました。

　　
　　
